
（様式－１ 表紙） 

 

１ 調査名称：白山市都市計画道路網見直し調査 

 

 

 

２ 調査主体：白山市 

 

 

３ 調査圏域：白山市（松任都市計画区域、美川都市計画区域、鶴来都市計画区域） 

 

 

４ 調査期間：平成２１年度～平成２２年度 

 

 

５ 事業概要： 

  本市は、平成１７年２月に１市２町５村が合併して誕生しており、都市計画区域

は松任、美川、鶴来の３区域が存在している。このため、一体の都市として整備、

開発及び保全を図るため、都市計画区域の一元化が急務となっている。また、社会

情勢の変化やまちづくりの方向性の変化により、必要性に変化が生じている都市計

画道路が存在している。 

  そこで、より一体感のあるまちづくりを推進するため都市計画道路網を見直し、

合わせて必要性の低下や事業が困難なため長期にわたって未着手状態である都市

計画道路の見直しを実施し、適正な都市計画道路網の形成を図る。 

  なお、見直しにあたっては、金沢都市圏パーソントリップ調査を活用し、成果は

現在策定中の白山市都市計画マスタープラン及び（仮）白山都市計画区域マスター

プランへ反映させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

１ 調査名：白山市都市計画道路網見直し調査 

 

２ 報告書目次 

 

  第１章 業務概要 

    １－１ 業務概要 

    １－２ 業務組織表 

    １－３ 業務の実施方法 

    １－４ 業務フロー 

    １－５ 打合せ計画 

 

  第２章 都市計画道路網見直しの経緯 

    ２－１ 都市計画道路網見直しの経緯 

    ２－２ 都市計画道路網見直し検討委員会の構成 

    ２－３ 都市計画道路網見直し検討幹事会の構成 

 

  第３章 都市計画道路網再編計画及び路線別カルテ 

    ３－１ 都市計画道路網再編計画 

    ３－２ 路線別カルテ 

    ３－３ 路線別評価カルテ 

 

  第４章 将来交通量の配分 

    ４－１ 推計方法 

    ４－２ 将来交通量の配分結果 

 

  第５章 委員会及び幹事会資料 

 

  第６章 住民説明会資料 

 

  第７章 打合せ記録簿 

 



（様式－２ｂ 調査概要） 

 

３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿 

 所  属 役職等 氏  名 摘要

委員長 金沢大学理工学域環境デザイン学系 教授 高山 純一  

委員 
金沢工業大学環境・建築学部環境都

市デザイン学科 

教授 中村 一平 H21 

准教授 川崎 寧史 H22 

委員 白山市町会連合会 理事 髙道 榮紘  

委員 白山市町会連合会 理事 田中 栄作  

委員 白山市町会連合会 理事 大脇 政智  

委員 白山商工会議所女性会  安井 知枝  

委員 美川商工会議所女性部  浜上 美知子  

委員 鶴来商工会女性部 
 太田 満里子 H21 

 上田 幸世 H22 

委員 
国土交通省北陸地方整備局金沢河川

国道事務所調査第二課 
課長 吉田 英治 

 

委員 石川県土木部（道路建設課長） 次長 高橋 裕之  

委員 石川県土木部都市計画課 課長 竹村 裕樹  

委員 石川県石川土木総合事務所 
所長 浅藤 史夫 H21 

所長 浦  勝久 H22 

委員 白山市 副市長 北田 愼一  

 

白山市都市計画道路網見直し検討委員会 

（委員長：金沢大学教授 高山 純一） 

白山市都市計画道路網見直し検討幹事会 

（幹事長：白山市建設部都市計画課長 長谷川 茂） 

白山市都市計画道路網見直し検討委員会 事務局 

（白山市建設部都市計画課都市計画係） 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

１ 調査目的 

   市町村合併の主旨を踏まえ、一体の都市として総合的に整備、開発及び保全を

図るため、３つの都市計画区域を一元化し、新たな都市計画道路網を構築するこ

とにより、一体感のあるまちを築く。また、社会情勢の変化による必要性の低下

や、事業が困難なため、長期にわたって未着手状態である都市計画道路の見直し

を実施し、適正な都市計画道路網の形成を図る。 

  ・複数の中心核を有する都市の連携、交流を強化する。 

  ・それぞれの中心核における都市計画道路の必要性の検討 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通実態の把握 

・道路網の問題点と整備課題の整理 

・長期未着手都市計画道路の現状整理 

・将来交通需要の予測 

都市計画道路網基本計画の策定 

・長期未着手都市計画道路の検討 

・都市計画道路網基本計画の策定 

都市計画道路網再編計画の策定 

・将来交通量の配分 

・都市計画道路網計画の策定 

金沢都市圏ＰＴ調査

白山市都市計画マス

タープランとの調整

全体説明会の開催 

路線別説明会の開催

パブリックコメント

の実施 



 

  ３ 調査圏域図 

 

 

 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

４ 調査成果 

 

   都市計画道路網再編計画 

 

 

１ 見直し対象路線の抽出基本方針 

 

今後も整備着手が長期化すると想定される以下の条件に該当する路線を見直し検

討の候補路線とします。 

 

  ① 都市計画決定後、20 年以上未整備未着手となっている路線・区間  

  ② 概成済区間（計画幅員の 2/3 以上の幅員が確保されている道路）  

  ③ 補助幹線道路   

 

 

２ 道路網見直しの方針 

 

 これまでに形成されてきた現況道路網に基づき、地形、市街地の形態、土地利用

の状況を勘案し、次ページの道路網を白山市都市計画マスタープランにて示しまし

た。都市計画マスタープランでの位置づけ、将来の交通量、防災機能および沿道の

状況などについて路線ごとに評価し、国、県、市、町会連合会、商工会女性部によ

り組織された検討委員会により検討しました。  

 検討した路線の見直しの方向性（素案）については、「抽出路線の見直しの方向性

（素案）」のとおりです。  

 

 



３ 見直し対象路線一覧表 

 



４ 都市計画道路網再編後の位置付け 

 都市における道路網は、①地形、②市街地の形態、③土地利用の状況などにより

様々なパターンで計画されてきた。今回の計画に際しては、これまでに形成されて

きた現況道路網に基づき、その修正・強化による適切な道路網を検討する。 

◆基本パターン◆ 

   ①放射環状型 

   市街地中心部から放射状に周辺集落や他都市を結ぶ道路ができ、都市の成長

に伴い、放射道路相互の連結と、中心市街地に用事のない通過交通を排除する

ために計画された環状道路で構成される。 

   ②グリッド型 

   計画的に開発された都市に多くみられ、格子状に配置された道路により方形

の街区が構成され、土地を有効に活用できる。 

   ③ラダー型 

   グリッド型の変形であり、細長い形状の都市にみられる。日常的な移動を横

断的に処理し、広域的な移動を縦断的に処理する。グリッド型に比べ道路の規

格・役割が明確である。 

 

 

 

 

 

 

 

◆白山市が目指す幹線道路のパターン◆ 

①松任地域 

 松任地域は、松任駅を中心に発展し、駅北や海側幹線側にも市街化が進んでいる。

このため、中心市街地の通過交通による渋滞を緩和し、良好な都市環境を形成する

必要があることから、市街化区域を取り囲む内環状道路と、その外側を取り囲む外

環状道路とが一体となった環状機能により中心市街地の通過交通を抑制することを

目的とした「放射環状型」とする。 

②美川地域 

 美川地域は、美川駅の北側を中心に発展した都市であり、市街地自体もそれほど

大きくはない。従って、市街地を取り囲む幹線道路と市街地内を通過する区画街路

とが有機的に連結した「グリッド型」とする。 

③鶴来地域 



 鶴来地域は、西に手取川、東に急峻な山地があるため、市街地は南北に細長く形

成された。このため放射環状型やグリッド型の形状は困難であり、２本の幹線道路

を軸とした「ラダー型」とする。 

 

◆幹線道路の機能分類◆ 

○広域幹線道路（広域連携軸） 

 広域幹線道路は、白山市と県外や主要な交通結節点へのネットワークを形成する

道路。 

北陸自動車道、（都）森本松任線、（都）金沢鶴来線（海側幹線・国道 157 号）、 

（都）松任小松線（国道８号） 

○主要幹線道路（地域間交流軸） 

 主要幹線道路は、白山市と近隣市町及び市内の各地域間を結ぶ道路。 

（主）金沢美川小松線、（主）鶴来美川インター線（主）金沢鶴来線等 

○市街地幹線道路 

 市街地幹線道路は、市街地を形成する上で骨格となる道路。 

（都）金沢小松線、（都）平加長屋線、（都）山ノ手大通り線等 

○その他の幹線道路 

 その他の幹線道路は、主要幹線道路や市街地幹線道路を有機的に連絡することで

地区内に発生する交通を効率よく集散させる道路。 

 

◆白山市における道路の機能分類◆ 

①松任地域 

 中心市街地の通過交通を排除することを目的とし、住宅専用地域や一般住宅地域

を取り囲むように二つの環状道路を配置することで、良好な都市環境を確保する。

中心市街地を取り囲む内環状道路は、広域幹線道路の（都）松任小松線（国道８号）

及び（都）金沢鶴来線（海側幹線）、主要幹線道路の（都）福正寺竹松線、市街地幹

線道路の（都）五歩市成線の４路線とする。また、外環状道路は、広域幹線道路の

（都）松任小松線（国道８号）及び（都）森本松任線、主要幹線道路の（都）末松

徳光線及び（都）横江徳光線とする。また、市街地幹線道路は、ＪＲ北陸本線南北

それぞれの市街地について、松任駅を経由し環状道路を連結する（都）金沢小松線

及び（都）宮永北安田線とする。 

②美川地域 

 美川市街地を取り囲む（都）美川大橋松本線（（主）金沢美川小松線）を主要幹線

道路とし、（都）平加長屋線及び（都）美川大橋水島線を市街地幹線道路として、こ

の３路線で外郭道路を形成する。また、それらの路線と有機的に連絡する街路をそ



の他の幹線道路とする。 

③鶴来地域 

 鶴来地域を南北に連結する道路として西側の（都）金沢鶴来線（国道 157 号）を

広域幹線道路、東側の（都）山ノ手大通り線を市街地幹線道路と位置付け、市街地

中心部を縦断する路線や（都）金沢鶴来線（国道 157 号）と（都）山ノ手大通り線

を連結する街路をその他の幹線道路とする。 

 

  

松任地域の機能分類

美川地域の機能分類

鶴来地域の機能分類



５ 白山市都市計画マスタープラン将来道路ネットワーク図 

 

 

 

 

  



６ 見直しの方向性 

 



  



 

  



 


